
  

 

 
 

 

 「ｖｅｒｄｅ」とは、ポルトガル語で「緑の」という意味です。 
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（ホームページにてブログも更新しております。そちらも是非ご覧ください。） 
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珍しくなごり雪に遭いました。桜の開花が今日か明日かと天気予報で伝えられ

始め、花見ならぬ枝見で酒を楽しんでいる人々が映るテレビを横目に、今日は

いやに冷えるなと思いながら家を出た日。仕事が一息してふと窓の外を見ると、

ボソボソと大粒の雪が舞いはじめました。前日は皐月のような晴天、太陽に照

らされ、まるで宝石のように輝いていたエメラルドグリーン色の新芽。春を見

つけた事が嬉しくなって、そぞろ歩くと、マフラーをとり、手袋を外し、コー

トを脱ぎ、蕾が開くように冬のアイテムが身から解けていきました。土手に咲

く小さな花を見つけ、田舎ながらの野草が今年も咲いていることが妙に嬉しく

なり、よしよしと足取り軽くコース延長。散歩する犬と目が合い、こちらに走

り寄る犬を連れたご老人に「触っていいですか？」と尋ねると「ダメ」と思い

もよらなかった返事。面識のない私が犬の嫌がることをする可能性もなくはな

い、そう考えると命を守る立場としての正しい判断に「そりゃそうか」胸の内

で呟く。世知辛い時代に侘しさを抱え、小さなポメラニアンの頭をちょこっと

撫でたかった感情が消化できず、不自由な時代になったものだと昭和に生まれ

育った私は愚痴をこぼした。瞬く間に新芽を覆った白い雪を眺め、そんな私の

心模様のようだと思った。今月施設にはマネージャーが創った大きなランドセ

ルが飾られており「昔は物がなかったから風呂敷で学校行ったんだよ」と皆さ

まが記憶の紐を解いてお話くださりました。お弁当の玉子焼きは隠して食べな

いといけなかったとか。果たして幸福なのは現代のほうなのかと皆さまとお話

をしている時にいつも思います。何をもって豊だと思うのは人それぞれだろう

が、譲ることが出来る。それだけで何もかも平和になるような気がします。 

 

 

 

 

 

  

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


